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１．木材への理解
日本は木と紙の文化だと言われる。木は豊富にあり，日本の風土に根ざしている
材料である。かつて身の回りのものは木材，竹材，土，石といった自然材料で作ら
れたものばかりであったが，近代化にともないプラスチックや金属，ガラス等の非
自然材料にとってかわられた。1970 年代には，かつて使われていた自然材料が再
評価されだした 1)。
このような生活の変化があり，また木材の再評価がされる中，森林・林業白書に
おいて木育の取組が示された。
（木育の取組）2)
多様な樹種に恵まれた我が国では，古くから，建築から食器，玩具等に至るま
で日常生活の中で木材を上手に利用する「木の文化」が形成されてきた。しかし
ながら，生活スタイルの変化や代替品の進出に伴い，日常生活において木材製品
を意識して利用する機会が減少してきた。
このため，多様な関係者が連携・協力しながら，材料としての木材の良さやそ
の利用の意義等を学ぶ，「木育」と呼ばれる教育活動を進めることが重要である。
（省略）
木育の取組は林産物の供給及び利用の確保に関する施策に記載されていることで
あり，木材による教育活動により，日本の林業の発展を目指している。
木育は森林・林業白書以外でも紹介されている。「ぐりーんもあ」には用語が作
られた背景などが紹介され 3)，『木育のすすめ』では，木育の目的から，木育の内
容まで記述されている 4)。
木育で述べられている「木の文化」は，これまで様々な書籍で述べられてきた
ことと類似する。木育は，新たな概念とは言えないが，「木の文化」を推進する
運動としての意義はある。「木の文化」には木で身近なものを作る木工も含まれ
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るものであり，本稿とも関連がある。
『木のぞうけい』において稲垣は，木の造形活動の意義は，木に対する理解，木
への親しみであると述べている 5）。木材で作ることにより，木材への理解と親しみ
が進み，木工の意義が理解されるであろう。木工を行うなかで「木材への理解」を
深めることにより，木材の良さ，木材の利用の意義が認識されるであろう。
２．木材で作る喜び
子どもが使用する素材としての木材の良さは，身近にあるために利用しやすく，
作ることを楽しむのに適していることである。
しかし日常使われる製品の非自然材料への変化は，子どもたちの生活にも変化を
与えた。金田は，子どもたちの身近にあった木材が生活の変化から木離れになり，
子どもが生活の創造者から消費者に変貌した 6) と述べている。商品が豊富に普及す
ることにより，木材で作ることは，手間がかかり無駄なことのように思われてきた
とも考えられる。
9～14 歳男女を対象とした将来の職業に関する調査によると，将来就きたい職
業として，平成 7 年度に大工が 11 番目に位置していたものの，平成 19 年度では
大工は選ばれていない 7）。職業の選択理由は明記されていないが，子どもにとって
以前に比べて，身近で木材を扱い建築物を建てる仕事に魅力を感じていないのであ
る。他の職業の順位も変動しているため，様々な要因が考えられるが，大工に関し
ては木離れや，木材で作ることへの興味の低下も影響しているのかもしれない。
山下は，達成感，成就感を体験できる活動は「ものづくり」であり，このものづ
くり活動を子どもの時から体験させてやれるのは木工である 8) と述べている。この
ような木工での達成感，成就感を言い換えると，「木材で作る喜び」である。木工
においては単に作るだけではなく，「木材で作る喜び」を重視する必要がある。
３．木工の題材等の設定
木工は木材を素材として扱う以上，いかなる内容でも「木材への理解」を深める
ことと関連する。ただしより効果的に「木材への理解」を深めるための適切な木工
の要素を設定する必要がある。
また「木材で作る喜び」の無い木工は，加工の作業の繰り返しであり，作ろうと
する意欲が低下する。作ろうとする意欲を高めるためには，「木材で作る喜び」を
得られ，しかも「木材への理解」が深まる木工が適切である。
したがって「木材への理解」を深め，「木材で作る喜び」を得るという 2 つの目
的を達成する木工を構築するための題材を設定する。「木材への理解」を深めるた
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めに，木材の性質・種類に関する知識，道具を扱う技巧を高める方法もあるが，本
稿では対象とする子どもの年齢を考慮しそれを重視しない。「木材への理解」を深
めるためには，木材や道具の知識は基本的な内容で十分である。さらに題材は対象
とする年齢を考慮し，基礎的な内容の木工とする。
（１）木材
木材は，子どもが使用する造形素材の中では硬いが，子どもが意図する形に加工
できる。この特徴によって「木材で作る喜び」を得られ，木材への理解とつながる
のである。
独特の香り・肌触りの良さは木材全般に言える特徴であるが，さらに木材を，①
様々な種類の樹木，②様々な部位，③製材・加工材に分けて材料としての特徴を考
える必要がある。
①様々な種類の樹木
樹木の種類によって木材の硬さ，重さ，色，香り，木目，模様などの特徴が異な
るため，木工には多様な種類の樹木の木材を使用する。また製材されていない木材
は樹皮にも特徴があり，木工作品の質感に変化を与えるには有効に利用できる。
②様々な部位
木工で使用する木材の部位は幹，枝，根などがある。木材の部位には自然が作り
上げた形・色の美しさが特徴である。したがって木工において多様な木材の部位を
使用する。
③製材・加工材
製材された木材は，均一な材質が特徴であり，木材の構成や加工に適する。例え
ばシナベニヤなどの木材は木目を意識せずに切断でき，強度もあることから扱いが
容易な木材である。
（２）道具
道具の項目では，木工において「木材への理解」と「木材で作る喜び」とをねら
いとする場合の適切な道具を設定する。本稿は子どもの木工をテーマとしている。
鳥居は子どもの発達と道具の与え方について，三歳児にはハサミを，四，五歳児に
は大工道具を，六，七歳児には小刀を与えると年齢で分け，年齢に応じた適切な道
具とその与え方について述べている 9)。子どもの年齢を踏まえ，「木材で作る喜び」
を得られる道具を選ぶ必要がある。
子どもは木工の代表的な道具について認識しており，多少の使用経験もある。子
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どもにとって木工の道具は魅力的ではあるものの日常的に使うものではない。した
がって，木工を行う上でも，道具の使用経験の有無を確認しながら使用に危険が伴
わないように配慮する。
また木材をきれいに短時間で切断できることは重要であるが，切断の過程で得ら
れる感覚も重要である。木材は子どもが切断できる素材の中では強度があり，切断
するには経験と知識が必要になる。木工において木材とのかかわりで大切なことの
1 つは，道具を動かすときの力の入れ加減と持ち方に慣れることであり，慣れるこ
とで子どもが作りたい形を容易に作れるようになり，いっそう「木材で作る喜び」
を得られる。
（３）補助材料
加藤は木材について，手加工が比較的容易，少しの知識・経験で加工が可能，接
合・接着が容易，比強度が大，塗装容易，異方向などの特徴がある 10) と述べている。
補助材料の使用により，木材の構成・加工で多様な形を形成できる。対象が子ども
であり，専門的な加工はできないが，扱い方の容易な補助材料は使用できる。
子どもの木工では，工芸作品の製作が目的ではない。したがって高度な技術を要
する補助材料は使用しない。
４．検証方法と実践内容
「木材への理解」を深めること，「木材で作る喜び」を得ることを目的に木工の
実践を行う。実践において保護者のアンケートとアシスタント学生との振り返りを
行い，その結果を分析することで，目的の達成について明らかにする。保護者のア
ンケートは，保護者の視点から子どもの様子を観察することで，目的の達成を確認
するものである。アシスタント学生との振り返りは，実践においてアシスタント学
生に子どもの様子を観察させ目的の達成を確認するものである。
木工の実践は清泉女学院の公開講座「木の工作遊び」において実施した。調査対
象は公開講座に参加した幼児・低学年の児童とした。
講座「木の工作遊び」の内容は木工であるが，木工という用語に技術や工芸的な
イメージがあり，それらをあまり意識せずに実施するため，あえて「工作遊び」と
した。
「木の工作遊び」は，木材などの自然素材を使った工作であり，保護者と子ども
が製作し，必要な場合には子どもの活動を保護者が支援した。時間は，1 回 90 分
の活動である。第 1 回から第 3 回までの公開講座では，製作の題材を変更し，そ
れぞれ異なる作品を製作した。「木の工作遊び」の全 3 回を通して様々な木工を経
験できるように設定した。
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講座の実施は筆者とアシスタント学生 2 名において行った。アシスタント学生
は短期大学において木工を扱う図画工作Ⅱの授業を受講しており，子どもと保護者
の活動を支援できると考えた。
（１）活動①木のレリーフ・表１，（２）活動②寄せ木モザイク遊び・表２，（３）
活動③自然アートボックス・表３は各回の内容である。
（１）活動①木のレリーフ
実施日 2007 年 9 月 22 日　90 分間
表１　題材①木のレリーフ
〈ねらい〉
①木のレリーフは，製材・加工材，道具，補助材料の使用による「木材への理解」
及び「木材で作る喜び」をねらいとした。
〈活動内容〉
シナベニヤを，両刃のこぎりや糸のこぎりで切断する（図１）。切断したシナ
ベニヤは，木工ボンドでシナベニヤの台板に接着する。シナベニヤの木片を貼り
重ね，構成し，厚みのある絵（レリーフ）を作る。接着後にマーカーで着色を行
う（図２）。最後に作品の鑑賞を行う。
〈道具・材料〉
・木材
シナベニヤ
・道具
両刃のこぎり，糸のこぎり
・補助材料
木工ボンド
・その他の材料・道具
マーカー
（２）活動②寄せ木モザイク遊び
実施日 2007 年 10 月 6 日　90 分間
表２　題材②寄せ木モザイク遊び
〈ねらい〉
①寄木モザイク遊びは，様々な種類の木材，道具，補助材料の使用による「木
材への理解」及び「木材で作る喜び」をねらいとした。
〈活動内容〉
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様々なウッドシートの薄板やコルク板をハサミや手で切断する（図３）。木工
用ボンドで，切断したウッドシートやコルク板をシナベニヤの台板に接着する。
保護者がステンシルの技法で着色（図４）した杉板の木枠に，子どもが製作した
絵柄を組み合わせて完成する。
〈道具・材料〉
・木材
シナベニヤ，ウッドシート，コルク板，杉板
・道具
カッター，カッティングマット，ハサミ，のこぎり，ヤスリ，差し金
・補助材料
ボンド，紙ヤスリ 
・その他の材料・道具
紐，フック，マスキングシート，ガムテープ
（３）活動③自然アートボックス
実施日 2007 年 10 月 28 日 90 分間
表３　題材③自然アートボックス
〈ねらい〉
③自然アートボックスは，様々な樹木の種類・様々な部位・製材・加工材の木材，
道具，補助材料の使用による「木材への理解」及び「木材で作る喜び」をねらい
とした。
〈活動内容〉
段ボール箱を段ボールのこぎりで切断し大まかな形を作る。さらに多様な木材
を組み合わせて家形を作り，ボンドやホットボンドで接着する（図５，図６）。
〈道具・材料〉
・木材
シナベニヤ，杉板，小枝
・道具
のこぎり，カッター，ハサミ
・補助材料
ボンド，ホットボンド
・その他の材料・道具
段ボール，木の葉，木の実，セロテープ，段ボールカッター，ガムテープ，マーカー
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図１　活動①木のレリーフ　　　　
　　のこぎりでの切断
図２　活動①木のレリーフ
　　マーカーでの着色
図３　活動②寄せ木モザイク遊び　
　　木材の切断
図４　活動②寄せ木モザイク遊び　
　　枠作り
図５　活動③自然アートボックス　
　　木材の接着
図６　活動③自然アートボックス　
　　作品
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５．調査結果
活動①，③では講座の最後に保護者のアンケートを行った。活動②では諸事情で
アンケートを実施できなかった。（１）保護者のコメント，（２）アシスタント学生
との振り返りを示す。
（１）保護者のコメント
①木のレリーフ
（5 歳児 5 名・小学校低学年 4 名参加）
表４　保護者のコメント①
・（5 歳・8 歳の保護者）のこぎりを使うのが初めてでしたが，楽しかったようです。
5 歳の子どもでも一人でできるのには，こちらも驚きました。糸のこは子どもに
も使いやすいようです。むしろ小さいものを切るときはのこぎりより扱いやすい
ようです。立体的に重ねるという発想が難しいようでした。小さいのこぎりの方
が扱いやすいでした。
・（5 歳の保護者）工作がこんなにうまく出来るとは思わなかった。今後はいろい
ろなものを作る機会を持ちたいと思う。
・（8 歳の保護者）本人は経験があるつもりでいるが，のこぎりの経験はイベント
の丸太切りと，1～2 回持ってみた程度なので大丈夫？と思ったが，意外に要領は
つかめたようだった。レリーフの理解ができるのかな・・・という感じでしたが，
初めは平面的にパズルのようにならべてみていたのが，だんだん厚みをつけて重
ねてみたりしてデコボコを楽しみながらやたらと細かく切ってみた木を組み合わ
せていたので，よく楽しんでいたと思います。
・（5 歳・7 歳の保護者）のこぎりなどいきいきとやっており手を使う作業，創造
的な思考と子どもの能力を伸ばす非常に良い講座であると思います
・（5 歳の保護者）のこぎりを使ったのがはじめてでしたが刃物を危ないと決めつ
けずにやらせてみるのも良いと思いました。作ること考えることをしているとき
の集中力は子どもの真剣な姿を見れて良かったと思います。
・（6 歳の保護者）自分で色々考えてつくるということがとてもいい経験になりま
した。最初は緊張していましたが，楽しそうに作っていました。
・（5 歳の保護者）初めて触れる道具に戸惑った様子でしたが慣れていくうちに楽
しんで切断することが出来た。切った片は全て貼り付けてから「さあ，何にしよう」
という感じで想像しながらマーカーで色をつけていきました。仕上げる喜びが実
感できたようです。
②寄せ木モザイク遊び
（5 歳児 5 名・小学校低学年 4 名参加）
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アンケートは実施できなかった。
③自然アートボックス
（3 歳児 1 名，5 歳児 4 名・小学校低学年 3 名参加）
表５保護者のコメント②
・（6 歳の保護者）自分で考えてつくるというのがまだ難しいようです。絵を書い
たり何かつくったり考える力をつけさせたいです。
・（5 歳の保護者）保育園では材料をそろえてもらってから作り上げる工作が多く
最初から作る事に戸惑っている様子でした。はじめて触れる道具ばかりで扱いも
大変でした。普段とは違った場所で遊び感覚で子どもは楽しめたようです。
・（3 歳の保護者）自由な発想ができるのはとても楽しそうだった。テーマがある
程度決まっていたが，同じものを作るというのではなく想像力が膨らんで面白い。
のこぎり，ホットボンドなどなかなか家庭では使わないものも使えて保護者も子
もよかった。
・（5 歳・7 歳の保護者）子ども自らの発想に任せ，できるだけ保護者は手助けし
ないよう心がけました。逆の保護者のほうが勉強させられることが多く参りまし
た。なかなか木工遊びは普段接することができないと思い，今回は参加しました。
・（3 歳と 8 歳の保護者）何か作ったりすることは好きなのに，日頃から元来面
倒くさがりのせいか人に頼ってばかりなのでどの程度，自分の考えで取り組むの
だろうと思って参加しました。保護者としてはあまり工夫するという姿のない子
なのだな・・・と思っていたのですがそれなりに考えていて，ちょっと安心。で
も，よくわけのわからない抽象的なものばかりでますます彼の頭の中が分からな
くなったような気分です。でも日頃触れることのないのこぎり，きり，いろいろ
な木はとても魅力的で楽しんでいたようでした。
・（5 歳の保護者）自発的に何かしようと思う気持ちが一番感じられるのが工作の
ように思えます。スポーツも学習も集中力は必要ですが，こういう形でも集中で
きることがすばらしいと感じます。子どもも教室でマイペースで楽しく作品をつ
くることができました。
・（5 歳の保護者）大人が気づかぬ発想におどろいた。予想外の家ができた。
表４下線は，子どもの道具の扱いについて述べられた部分である。①の木のレ
リーフで使った主な道具は両刃のこぎりであり，のこぎりの技能に保護者の注意が
向かったことがわかる。これは子ども（幼児と小学校低学年の児童）を対象とした
講座のため，刃物の扱いによるけがを注意した結果と思われる。またのこぎりの使
用についてコメントが目立ち，普段家庭においてあまりのこぎりを使用していない
ことが推測できる。また①木のレリーフは第 1 回目であり，のこぎりの基本的な
扱い方を中心にして，製作に進んだため，道具に関してのコメントの記入が増えた
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ものと思われる。このようなのこぎりに関する記述から，のこぎりの使用を通して
「木材への理解」と「木材で作る喜び」が深まったと思われる。
表５の下線は，講座での道具の扱いについて述べられた部分である。
③自然アートボックスは第 3 回目の講座であるため，第 1 回・第 2 回の制作を
踏まえて，道具と補助材料を多く使った内容とした。そのため道具と材料に関する
記述が目立ったものと思われる。ここでは道具と補助材料の使用を通しての「木材
への理解」と「木材で作る喜び」が深まったと思われる。
表４，５共通するコメントとしては，保護者の工作に対する考え方を述べたもの
が目立った。公開講座であり，教育に興味を持つ保護者が参加したためと思われる。
また全体的に，保護者のコメントには道具について多く述べられており，木材に
ついての記述は少ない。したがって個々の木材について着目するというよりは，道
具を介しての「木材への理解」は深まったと思われる。また保護者のコメントからは，
作る内容である題材や木工の経験の重要性に関心が向かっていることが分かった。
（２）アシスタント学生との振り返り
各講座の終了後には，筆者とアシスタント学生 2 名により講座における子ども
の行動を振り返りまとめた。以下にその内容を示す。
①木のレリーフ
のこぎりを使う経験が少ないと思われる子どももいた。しかしのこぎりの刃の動
きが定まらない子どもには，刃にあて木をするなどのコツを伝えると，すぐに上達
した。材料をあまり使わずに繊細に切っていった子どももいれば，すべて使い切っ
た子どももいたが，全ての子どもがのこぎりでの切断に興味を持って取り組んでい
るようであった。
②寄せ木モザイク遊び
木材の臭いを嗅ぎ「コルクがカブトムシのえさのにおいがする」と言った子ども
がおり，木材の香りにも関心を寄せていた。
第 1 回の作品を持参した子どももおり，家庭で作品の製作を進め，絵の具で全
体を着色していた。また木材の凹凸を利用してビー玉などを転がして遊んでいるよ
うであった。家庭において今回の講座の作品が利用されており，作品への愛着を持
たれたことが分かる。
③自然アートボックス
道具や材料の種類が多く，のこぎりだけではなく，他の道具も多く使用していた。
錐も多くの部分で使用しており，加工に工夫を凝らしていた。家形に置く中身を机
の上で作った後，中に作ったものを置くことが多く，ダイナミックな木材の構成は
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見られなかった。箱をきれいに装飾している子どももおり，木材の形・色の美しさ
を利用していた。
各机に置いた木材だけではなく，教卓の上の長い板を必要とする子も多くおり，
細長い木材や小さい木材を必要としていた。木材の形状を合理的に使用し，形を作
ろうとしたことがうかがえる。
全体的な製作の様子から，様々な種類の木材の質感・形状の違いを楽しみ，形状
の違いを生かした構成や配置を行っていた。
④ 3 つの実践による目的の達成
①木のレリーフではのこぎりによる切断により，道具を介しての「木材への理解」
及び「木材で作る喜び」が得られたものと思われる。
②寄木モザイク遊びでは，嗅覚による木材への理解は見られたものの，2 つの目
的の達成が十分に見られなかった。
③自然アートボックスでは，様々な部位の木材の使用によって「木材への理解」
と「木材で作る喜び」が得られたものと思われる。
６．成果と課題
本稿では木工での「木材への理解」と「木材で作る喜び」に着目し，それを踏ま
えて実践を行った。保護者のコメントやアシスタント学生との振り返りからは，講
座に参加した子どもは，「木材への理解」と「木材で作る喜び」が深まったものと
思われる。十分に目的を達成できなかった実践もあったが，様々な木材と道具の使
用により，木材の持つ可能性を引き出すことができると感じ取ってもらえれば，こ
れから木材を使ってみようという意欲につながるであろう。
また保護者・子どもで木工を作ることの意義として，加賀谷は，保護者子の木工
ワークショップにおいて，保護者子間や家族を結ぶコミュニケーションの機能を持
つことが確認できた 11) と述べている。本稿の調査を行った公開講座「木の工作遊び」
は，保護者同伴の講座であり，保護者と子どものコミュニケーションの機会にもなっ
た。
今後は本稿の研究成果を踏まえ，さらに子どもに適した木工を構築していきたい。
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